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肉販売業向け

HACCPの

手引書
考え方を取り入れた
衛生管理のための

ハサップHACCPの

手引書
考え方を取り入れた
衛生管理のための
ハサップ
小規模な食肉処理業向け

食肉販売業向け 小規模な食肉処理業向け 大規模な食肉処理業向け
（2019年6月14日公表） （2019年6月14日公表） （2021年8月6日公表）

１．食肉販売業、食肉処理業向け手引書

２



資料：「食肉販売業、食肉処理業向けHACCPの考え方を取り入れた衛生管理のための手引書」

２．HACCPのコンセプト
（１）HACCP ってなぁに?

資料 全肉連作成リフレット「ＨＡＣＣＰってなぁに?」 ３



資料 HACCP啓発ポスター

（２）一般衛生管理が基本で、記録が重要

資料 HACCP啓発リーフレット
（沖縄県作成のちらしから転載）
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（３）見える化のためのヒント、各種啓発資料（チェックボード、ポスター類）
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資料：食肉販売業向けHACCPの考え方を取り入れた衛生管理のための手引書

（参考）他業種での記載例
（良・否いずれかを〇）

３．記録書での工夫
① 一般と重要管理を一枚に統合

② 方式の採用
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４．衛生管理のステップアップ（食肉処理業での例）

（１）小規模な食肉処理業の手順書記載例
（２）大規模な食肉処理業の手順書記載例

上段が簡易バージョン、下段が詳細バージョン ７



５．HACCPの導入状況（令和5年度アンケート調査結果から）

（１）規模別、業態別の実施状況等
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アンケート調査概要

件数 ：全国３０４事業所
実施期間：令和５年１２月

～ 令和６年１月
８

　　区　　　分 全体 小売専業 小･卸兼業 卸専業

記録書の様式に沿って
手書きで記録

74.3 74.1 77.6 68.8

その他（PC、スマホ、そ

の他の様式で手書き）
12.5 0 11.2 18.8

特に記録せず 11.8 22.2 10.2 12.5

不明 1.3 3.7 1 0

　　区　　　分 全体 １～５人 ６～2０人 21～50人 5１人以上

記録書の様式に沿って
手書きで記録

74.3 75 78.6 67.9 62.5

その他（PC、スマホ、そ

の他の様式で手書き）
12.5 4.5 7.1 21.4 37.5

特に記録せず 11.8 15.9 14.3 10.7 0

不明 1.3 4.5 0 0 0 0%
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記録の実施方法（従業員数別）
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① 記録の実施方法（従業員数規模別） 単位：％

② 記録の実施方法（業態別） 単位：％



（２）今後の記録方法等についての意向

９

　　区　　　分 全体 １～５人 ６～2０人 21～50人 5１人以上

近い将来ｽﾏﾎ、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ、
ＰＣ等で記録

57.9 40.9 66.1 75 62.5

手書きで記録 36.2 54.5 30.4 14.3 31.3

その他（不明を含む） 5.9 4.5 3.6 10.7 6.3
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① 今後の記録方法（従業員数規模別） 単位：％

％ ％



５．スマートHACCP推進への取組

（１）デジタルツール開発のコンセプト

現場での声

記録業務が負担になっている
紙での管理は振返りが難しい

一方、 市販のHACCPソフトは
高機能すぎて使いづらい
費用がかかる

開発のコンセプト
現場で簡単入力・保存ができる
コスト面での負担を軽減
導入が簡単にできる

スマホ、タブレット、ＰＣで簡単入力
デフォルトは極力シンプルな項目に
用途に応じてカスタマイズ（項目を拡張）
開発コストを下げ、無料化に
ユーザー登録等を不要に
項目のみの集計で振返りを容易に

10



（２）スマートHACCP推進に向けての課題等

手書き・手集計から スマート入力・集計 へ

モバイル化に併せ多言語化対応も

人手不足が
深刻化

デモ（実演等）による普及
が課題
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